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特定非営利活動法人コアネット
1.事業の成果 :

(1)キヤリア教育支援事業
東京地区:1～ 2時限の出前授業では都立高校で令和3年度の20%増の22校実施。クラス数がやや滅つたため従事者
は延1∞人であった。
日西地区:1～ 2時限の出前授業では今年度も兵庫県立高校2校を実施。長期講座は大学1校 (経済学部)で実施。また
私立高校で1校で実施した。

(2)教科教育支援事業
東京地区:ロボットプログラミング授業は今年度もコロナの影響もなく計画通りの授業を実施した。企業・学校と連携した
ものづくり教菫は、今年度も実施学校数は少なく3校にとどまつたが、科学の祭典が規模は縮小されたが再開された。も
のづくり理科実験教室は東京、神奈川ともに増加し13件の実施となつた。
関西地区:ロボットプログラミング授業は8校の計画に対し13枚で実施、大幅の増加となった。内5校は小学校であった。
企業・学校と連携したものづくり教室は、昨年の5校に対して8校で実施、ほぼ正常化した。ものづくり理科実験教室は11
か所20回実施。

(3)地域の活性化やまちづくり
イベントは縮小されたが再開された。規模縮小のため子供向けのものづくりは30名程度の多加者にとどまった。

(4)中小企業、ベンチャー企業に対する指導と助言、経営支援事業
東京地区:品川区は支援要睛は4社あつたが実際の支援は1社にとどまった。板橋区は課題解決支援は依頼がなく、商
饉会で3社、3回の対応を行つた。
関西地区:個別課題解決支援はコロナの影響で思うように活動ができなかつた。また企業から団体への支援要請の激
減で団体からの受託が受けられなかつた。今年度は新たに

「
・DX支援先として1社の支援を開始した。

2.事
(1)特定非営利活動に係る事業 事業費の総額【10,602千 円】
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令和4年4月 1日から令和5年3月 31日
コアネット全体
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囲圏刷 :こ る
令和5年3月 31日現在

特定非営利活動法人 コアネット

1

(1)現金
(2)普通預金
(3)未収入金
(→

(5)

(6)仮払金

2.

「
「
『
■
ヨ

Ｆ

”
ｒ

Ｌ

(1)有形固定資産
①

有形固定責産合計
(2)無形固定資産
①
歴И亜王I轟田
回311至田
ロコ

I.

1.

□亜□

(1)未払金
(2)前受金
(3)預り金
(4)仮受全
(5)未払消費税等

2.

日

Ⅲ.正味財産の部
コ]1日

正味財産合針
日亜亜亜王王圧至割

科  目 金  額

43.581

19,525,170

705,040

182,417

44,600

1.021

924,398

243,000

5,672

16.550

16.550

20,501,925

16.551

1,173,70

0
1,173,070

19,715,633
-370227

籠IIΠΠ蘭

20.518476

20.513.476



盤超盟ロヨ鵬盪選望室壼
1.重要な会計方針
計算書類の作成は、NPO法人会計基準(2010年 7月 20日 2017年 12月 12日最終改正 NPO法人会計基準協議会)
によつています.
(1)棚卸責産の評価基準及び評価方法
棚卸責産の評価基準は原価基準により、評価方法は最終仕入原価法によっています。

(2)固定責産の減価償却の方法
有形固定資産は、法人税法の規定に基づいて償却をしています.

(3)消費税等の会計処理
消費税等の会計処理は税込経理方式によっています.
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令和5年3月 31日現在
特定非営利活動法人 コアネット

:円

20.501.925

16.550

籠ITn
16.551

20_518_476

913,882

10,516

243,000

5.672

1.173.070

19,345,406

20_518_476

1 匝E□

麗≡彊

ゆうちよ銀行
ゆうちょ銀行
前払費用
未収入金
(1)キヤリア教育支援事業収益
(2)教科教育支援事
前払費用
関西事務所礼金
画璽互五瓦護E□
貯蔵品
ものづくり教室キット
仮払金

2.固定責産
(1)有形固定資産

―括償却資産
有形固定資産合計
(2)無形固定資産

囲И亜王I彗田
□

回
r¬
l^:

1 亜Iロ
未払金
会

R3年分消費税等
前受金
R5年度会費31名分
預り金

2.

回II聖 日
□
口

日
=ヨ=EE廻

30.506

13.075

9,640,935

9,877.218

0
1,017

573,400

131,646

105,417

77,000

44,690

1.021

n
1



18号 (法第23彙関係)

□□
令和4年4月 1日 月31日 まで

コアネット

)ヽ

日以下の役員には、欠格事由者が含まれません。(法第20条関係)

2 役員―■

役名
どちらかにO
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特定非営利活動法人 コアネット

氏 名

1 宮崎 |■作

2 良永  順

3 米窪 健

4 木坂 ―彦

5 村山 勝彦

6 北山 正信

7 長谷川饉―

8 萩原 達男

9 安藤 正夫

10 鈴木 弘成

11 影井 信吾

12 岡田意二郎

13 秋田 徹

14 松村 隆廣


